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平成２８年度秋田大学附属図書館・鉱業博物館企画展　

デジタル画像による鉱山再発見

秋田大学大学院国際資源学研究科附属鉱業博物館
〒010-8502 秋田県秋田市手形字大沢 28-2    TEL：018-889-2461　FAX：018-889-2465　URL：http://mus.akita-u.ac.jp

期 間 : 平成２８年４月２０日（水）～６月２０日（月）
場 所 : 鉱業博物館２階　特別展示室

　平成２７年度鉱業博物館特別展「菅江真澄
が歩いた阿仁鉱山－阿仁の名所が生まれた瞬
間（とき）－」が平成２８年３月３日（木）
から 4 月１７日（日）まで開催されています。
この特別展は平成２７年１０月３０日から平
成２８年２月１４日にかけて阿仁文化保存伝
承館にて開催した連携展を鉱業博物館に場所
を移して開催するものです。
　展示室には、解説、地図、絵地図、写真など、
７４枚のパネルを展示しています。真澄が描
いた風景の絵図（写本のカラーコピー）と、
現地と推測される現代の写真を見比べること
ができます。
　初日の３月３日（木）にはオープニングイ
ベントとして、監修者である今井忠男国際資
源学部教授によるギャラリートークが行われ
ました。講演では、江戸時代後期に真澄が蝦
夷地（北海道）に興味を持って旅に出てから、
青森での生活の後、秋田へ向かったルートに
ついて地図パネルを見ながらの説明がありま
した。真澄は阿仁を旅した際に 3 つの旅日記
を残しています。その中で、白糸の滝、森吉山、
阿仁鉱山などの阿仁の名所を、文や絵図・和
歌で表現しています。今井教授は、川の護岸
工事や植林によって、真澄が描いた時代の風
景とは様変わりした場所も多くある、と話し
ました。
　ギャラリートークには約３０人の方が参加
し、先生の解説に聞き入っていました。講演
後も展示を再度ご覧になる方が多く、真澄へ
の関心の高さがうかがえました。
　真澄が後世に伝えようとした、当時の阿仁
の名所や文化をぜひご鑑賞ください。

　平成２８年４月２０日（水）より、平成２８年度秋田大学附
属図書館・鉱業博物館企画展「デジタル画像による鉱山再発見」
を開催します。秋田大学が所蔵している絵図・絵巻の中には、
江戸時代の鉱山での作業の様子を記録した貴重な資料がありま
す。秋田大学では、資料の保存・利活用のためデジタルデータ
化を進めてきました。この企画展では、デジタル化した絵図・
絵巻と、原本とを展示します。　
　また、デジタルギャラリー公開を記念して講演会・ギャラリー
トークを開催いたします。ぜひ、ご参加ください。

　

絵巻「銅山働方之図」の一場面

　公開記念講演会＆ギャラリートーク
　　　　　  どなた様でも聴講できます
　    　（入館・聴講共に無料 /事前申込不要） 

  日時：平成２８年５月１３日（金）

　　　　１３時３０分から１６時

  会場：鉱業博物館３階講堂

  　プログラム
    ・デジタルギャラリープレゼンテーション

    ・公開記念講演会＆ギャラリートーク

      演題 「絵図・絵巻にみる阿仁の鉱山文化」

    　講演者 今井 忠男
　　　　　　 （秋田大学大学院国際資源学研究科教授）

　　　※講演終了後、特別展示室に移動して
　　　　ギャラリートークを行います   
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期　間：平成２８年３月３日（木）～４月１９日（日）
場　所：鉱業博物館　２階　特別展示室
時　間：９：００～１６：００
※入館料のみでご覧いただけます　

平成２７年度鉱業博物館特別展

菅江真澄が歩いた阿仁鉱山 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           と　　き

 －阿仁の名所が生まれた瞬間－



鉱業博物館 事務室
TEL：０１８－８８９－２４６１
Ｅ－mail：w3admin@mus.akita-u.ac.jp

問い合わせ先

秋田大学大学院国際資源学研究科附属鉱業博物館
〒010-8502 秋田県秋田市手形字大沢 28-2    TEL：018-889-2461　FAX：018-889-2465　URL：http://mus.akita-u.ac.jp

   平成２７年度鉱業博物館特別展「高松伏石鉱物館コレ
クション」が平成２８年２月２８日（日）をもって終了
しました。大変好評で、1 月２２日から２月２８日まで
の期間中の来館者数は、例年の同時期の２倍にせまるも
のでした。
　終了を惜しむ声が多かったため、展示標本の一部を博
物館２階休憩室で展示することにしました。スペースの
都合で約 7０点の展示ですが、特別展を見逃してしまっ
た方、もう一度ご覧になりたい方は、この機会にぜひご
来館ください。
　　　　　　　　　　　　　

　鉱業博物館では、平成２８年度サイエンスボランティア

を募集しています。サイエンスボランティアは、博物館の

様々な活動に参加し運営をサポートします。豊富な知識を

活かした展示案内や、団体見学時の誘導、子ども向けイベ

ントの補助のほか、工作や情報分野の作業などがあります。

　石や化石が好き、人と接する活動がしたい、木工・電工

などの特技を活かしたい、社会貢献活動をしたい方のご応

募を歓迎しております。

　ボランティア活動のサポート体制も充実しています。鉱

業博物館に関わりのある秋田大学教員・研究員が博物館や

標本のことをわかりやすく解説する講習会や、関連施設や

野外に出かけての研修会などを開催しています。得意な分

野で、出来る範囲で、活動してみませんか？お気軽にお問

い合わせください。

　平成２８年３月２３日（水）、サイエンスボランティ
ア懇談会が開催されました。日頃より当館の運営に
ご協力いただいているサイエンスボランティアの皆
さんから、当館に関する意見や提案を広く集め、今
後の運営やその中で出来る関わり、改善策などにつ
いて意見を交換しながら互いの交流を深めるために
開催したものです。
　この日の参加者は２０名を超え、鉱業博物館大場
副館長他職員らとの懇談会は和やかに進行しました。
サイエンスボランティアからは、標本入れ替えの周
知、鉱物や鉱床に関する勉強会開催の提案、　最新の
研究が分かる図書の設置など、様々な意見が出され、
当館をより良くしていこうとする想いが共有された
大変有意義な会になりました。
　

　活動内容

見学者への案内と説明
見学のサポート
館内整備等のサポートなど

※登録者には鉱業博物館負担による

　傷害保険に加入いただきます。

活動期間

平成２８年４月１日～
平成２９年３月３１日
までの一年間

募集対象

高校生以上の方であれば、
どなたでも参加いただけ
ます

サイエンスボランティア懇談会が

　　　　　開催されました
鉱業博物館サイエンスボランティア

             を募集しています！

高松伏石鉱物館コレクションの標本

　　　休憩室で展示しております
　　 　　鉱業博物館
　５月までの無料開放日予定

　科学技術週間
　　４月２３日（土）・４月２４日（日）

　地質の日
　　５月１０日（火）

　国際博物館の日
　　５月１８日（水）

　　　　　ご来館をお待ちしています！

サイエンスボランティアによる館内案内を行って

います。 ( 一週間ほど前まで要予約 ・ 無料）

年末年始 (１２月２６日～翌年１月５日 )

９ ： ００～１６ ： ００

大人 ： １００円     高校生以下 : 無料 

開館時間

入 館 料

館内案内

休 館 日

鉱業博物館基礎情報


